




































































































1950年 1952年 1954年 1956年 1958年 1960年
全　　　銀　　　行1） 39，988（100）65，006（100）102，021（100）137，201（100）183，208（100）237，319（100）
信　用　銀　行 14，569（36．4） 22，186（34．1） 31，302（30．7） 39，560（28．8） 49，000（26．7） 62，825（26．5）
大　　銀　　行 7，636（19．1） 11，399（17．5） 15，857（15．6） 19，154（13．9） 23，130（12．6） 28，597（12．0）
州・地　　域・
n　方　銀　行
　　　　　　　，S，718（11．8） 7，620（11．7） 11，529（11．3） 15，403（11．2） 19，645（10．7） 25，815（10．9）
個　人　銀　行 1，815（4．5） 2，487（3．8） 3，176（3．1） 3，948（2．9） 4，779（2．6） 6，353（2．7）
貯蓄銀行グループ 12，333（30．8） 19，406（29．8） 33，334（32．7） 44，755（32．6）6 ，504（36．3） 85，395（36．0）
振替中央金庫 4，310（10．8） 6，828（10．5） 12，092（11．9） 16，136（11．8） 26，169（14．3） 30，716（12．9）
貯　蓄　銀　行 8，023（20．0） 12，578（19．3） 21，242（20．8） 28，619（20．8） 40，335（22，0）54，679（23．1）
協同組合グループ 4，971（12．4） 7，116（10．9） 10，724（10．5） 13，768（10．0） 19，498（10．7）25，528（10．7）
抵当銀行・公法上
























































































































































































































































































関係会社所有 4，751．0（24．7） 6，184．9（26．0） 7，646．6（28．0） 8，272（26）
参　与　会　社 1，575。0（8．2） 2，800．0（11．8） 3，139．9（11．5） 2，844（9）
その他の株式会社 3，176．0（16．5） 3，384．9（14．2） 4，506．7（16．5） 5，428（17）
継　続　的　所　有 5，997．2（31．2） 8，064．1（33．9） 11，037．3（40．4） 12，405（39）
公　的　所　有 2，504．8（13．0） 3，294．3（13．9） 3，552．6（13．0） 4，017（13）
外　国　所　有 1，266．2（6．6） 2，253．7．（9．5） 3．045．4（11．1） 3，850（12）
その他の継続的所有D 2，226．2（11．6） 2，516．1（10．6） 4，439．3（16．3） 4，538（14）
その他（分散的所有） 8，476．4（44．1） 9，521．2（40。0） 8．642．5（31．6） 10．969（35）
把握された会社 5，631．3（29．3） 3，740．1（15．7） 2，958．0（10．8） 10，346（33）
把握されない会社 2，845．1（14．8） 5，781．1（24．3） 5，684．5（20．8） 623（2）



























































































託 数 預 託 額
1958年1，000 1960年1，000 　　1960年1958年＝100 1958年100万DM 1960年100万DM 〔1960年株式のみ　100万DM〕　　1960年1958年＝100
1，000DM以下
P，000～　5，000DM
T，000～25，000DM
Q5，000～100，000DM
P00，000DM以上
蒼燉a託合計
O　国　の　預　託
｝????????????．????）????．??．???????（??）?????（????????
256．8（30．7）
Q95．4（35．3）
Q11．1（25．3）
T9．6（7．1）
P3．6（1．6）
W36．5（100）
Q3．8
｝　　　　　　175．5　　　　　　149．1
????????????．?
｝???????）?????．????）?????．????）?????．????）?????．???）???????
　　　130．0（1．3）
@　　779．6（7．6）
Q，421．4（23．6）
Q，763．3（26．9）
S，173．1（40．6）
P0，267．4（100）
P，152．2
〔　95．3（1．2）〕
k479．7（6．2）〕
k1，518．5（19．7）〕
k1，981．2（25．6）〕
k3，657．8（47．3）〕
k7，732．5（100）〕
｝．?????????????????????????????????????????????????
（注）　58年ザール含まず、ベルリン含。60年ベルリン含。
（出所）Wirtschaft　und　Statistik，　Heft　61961，　S．340．
????
第六表　株主総会で代理された資本に占める銀行の割合
株主総会の日付 代理資本／@　　／資本金％
代理資本額
P，000DM
五大銀行Dによる代理資本
@1，000DM　　　　％
五大銀行による代理資本の資本金に
ﾎする割合　％
Farbenfabriken　Bayer
August・Thyssen－Htttte
BASF
Deutsche　Continental　Gas－Gesellschaft
Mannesmann
Siemens－Halske
AEG
Metallgesellschaft
Deutsche　Erd61
Dortmund－H6rder
Ge董senkirchener　Bergwerks－Gesellschaft
58年5月21日
56年7月17日
57年5月21日
57年7月30日
57年6月29日
58年2月28日
58年3月27日
57年8月16日
57年12月27日
58年5月16日
57年7月18日
80．37
86．10
82．38
86．52
70．38
82．13
79．94
94．68
72．72
82．37
83．93
448，816．2
129，296．3
420，141．4
38，933．5
396，648．7
350，450．72）
219，844．3
53，021．1
137，768．8
151，564．1
407，060．0
279，363．0
34，526．0
279，257．0
13，582．7
273，548．0
247，574．9
159，351．1
35，645．0
90．674．0
52，950．0
226，373．0
62．2
26．7
66．5
34．9
69．0
70．6
72．5
67．2
65．8
34．9
55．6
50．0
23．0
54．8
30．2
48．6
58．0
58．0
63．6
47．8
28．7
46．7
（注）（1）三大銀行に、Bayerische　Hypotheken・und　Wechselbank，　Bayerische　Vereinsbank，（2）親株、別に2万1，280　DMの優先株がある。
（出所）A．Busse，　Depotstimmrecht　der　Banken，　Betriebswirtschaftlicher　Verlag　Dr．　Th．　Gabler・Wiesbaden，1962，　SS．　40－43．
調整、意見・政策の統一がはかられる。
　1961年の調査（60年の数字）によれぽ、対象の318株式会社の取締役1，722人のうち573人が銀行か
ら派遣された。三大銀行から監査役会議長に85人、同代理に72人、平監査役に140人であり、それ
ぞれ銀行派遣全体の半数を占めていた61）。また、Deutsche　Bankの監査役会には、1．　G．　Farben，
Kl6ckner・・S量emenskonzern，　Rheinischen　Stahlwerke，　Metalgesellschaftの承継独占の重役が
いた。Dresdner　Bankの監査役会には、　A．　KrupP．また、　Thyssen－・Stinnes－Konzern，　Brown－
Boveri＆Cie．　AG，セメントコソッェルンのDyckerhoff，アメリカ企業のMaizena－Werkeの代
表老がいた。Commerzbankは、百貨店コンツェルンと密接に結合している。その監査役会には、鉱
業、冶金・鋳造業、化学工業、カリ工業、石油工業などの独占の代表者がいた62）。
　以上、銀行独占と産業独占の結合を具体的に検討してきたが、最後に、こうして形成される西ドイ
ツ金融資本についてみてみよう。
V西ドイツ金融資本
　戦後の独占解体・再編を通じて、次の40コンツェルンの支配が確立した（61年、コンツェルン名、
国内販売額・億DM）。（1）1．　G．　Farben・GrupPe　145．（2）Thyssen・Konzern　135．（3）Haniel－DEA・
Gruppe　76．（4）Flick－Konzern　75．（5）Krupp－Konzern　59．（6）Siemens－Konzern　47．5（7）RWE－
Konzern　46．（8）VEBA・Gruppe　46．（9）Mannesmann－Konzern　45．　OO　VW・Konzern　45，⑪Gr・
uppe　Metallgesellschaft／Degussa　40．5．⑫Hoesch・Konzern　38．⑬Uuilever－Kozern　35．⑭
AEG－Konzern　34．2．　a5　K16cker－Konzern　32．⑯Salzgitter－Konzern　32．　aのOpel－Gruppe　32．⑱
Standard　Oil・Konzern　28．⑲Henkel・Konzern　25．⑳Shell－Gruppe　25．⑳GM・Konzem　22．7．
㈲Hoogovens－Gruppe　21．　aS　VIAG－Konzern　21．1］4　Bosch・Konzern　20．㈱Quandt－Wintershall－
Gruppe　20．　OS　R6chling・Konzern　19．　en　Otto　Wolff・Stumm・Gruppe　18．5．　aS　Reemtsma・Konzern
17．㈲ARBED・Konzern　16．㈹BP－Gruppe　16．　GD　Ford・Konzern　15．3Z　WerhahnGruppe
13．5．G3　Schickedanz・Konzern　13．5．働Stinnes・Konzern　13．⑳Grundig・Konzern　11．30　Brown．
Boveri．Konzern　10．L　BO　AKU・Gruppe　10．（謁Demag－Konzern　10．　B90etker－Kollzern　10．㈹
Horten－Konzern　1063）。このうち、25個が西ドイツの、5個が国有のコンツェルン、10個が外国資
本の子会社ないし参与会社である64）。この40コンツェルンは、62年12月31日現在、430株式会社・支
配資本231億5，510万DM、1，288有限会社・支配資本49億9，230万DM、254他形態の企業・支配資本
8億2，700万DMを有しており、西ドイツ全体の株式資本の62％、有限会社資本の26％を、また61年
の総売上1，350億DMで全工業売上の42％、従業員268．4万人で全体の32％を占めていた65）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　s　　ゐ　　’　　s　　s　　s　これら40コソツェルソは、それ自体金融資本的性格を有し、個々の内部では資本関係を中心に強力
な支配関係が貫徹しており、これらのコンツェルンを基本的には大銀行が中心となり、株式所有・融
資・人的結合によって結びつけあい、いくつかの西ドイツ金融資本を形成している。1961年現在、次
の7つの金融資本が存在する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－391一
（1）GrupPe　Deutsche　Bank－Siemmens－Montan　Konzerne　　　　　’　売上310億DM・
（2）GrupPe　Dresdner　Bank－KrupP－Metallgesellschaft／Degussa－AEG－Mlinchener　I．　G．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　売上210億DM
（3）　1．G，　Farben－RheinstahlGruppe
（4）　Gruppe　Thyssen／GBAG－K61ner　Finanzkreise
（5）GrupPe　Commerzbank－Gerling－Goldschmidt－Warenhaus・Konzerne
（6）Konzerngruppe　Flick
（7）．Gruppe　BHG－Thyssen／Bornemisza－Sehering
（8）その他の金融資本グループ’
売上150億DM
．売上170億DMt
売上　60億DM
売上．80億DM・
売上　30億DM
売上140億DM66）
　これらの金融資本のうち、（1）（2）（5）（7）は大銀行が「要」になっているが、それ以外はそうではない。
（3）のグループは、巨大企業である1・G・Farben系三社が「銀行のような役割」をはたしているが・
同時に大銀行との結びつきも強い。61年の株式総会での大銀行の割合は、BASFが53．7％、　Bayerが
50．7％（60年）、Hoechstが48．2％、　Rheinstahlが53．2％であるが、特定の銀行と結びついてはい
ない。．比較的結びついているのは、Bayer・BASFがDeutsche　Bankと、　Hoechst・Rheinstahlが
Dresdner　Bankとである。1．　G．　Farben系は、大銀行に多くの監査役を送り大きな影響力を持っ
ていると同時に、大銀行もDeutsche，　BankのH．　AbsがBASFの監査役会長、　Dresdner　Bank
のH．R玉bhterがHoechstの監査役会長代理またHUIsの監査役会長におさまっ・ている6－（4）の
グルrプは、主要会社がDresdner　Bank，　Deutsche　Bankと人的結合がみられ、また、幾つか
の子会社・参与会社がCommerzbankを結びついている。このグループの主要会社であるAugst
Thyssenは、　Dresdner　Bankと相互に監査役の交換を行い、このグループは、ケルンのOPPenheim
銀行との結合関係にある。．（6）のグループは、成立以来、特定の銀行との績合をもたなかったが、戦前
は、Dresdner　BankとのつながりがありF．・Flick自身その監査役であった。戦後は、このグルー
プに属するDaimler－Benzの大株主であるDeutsche　Bank・が力をのばしてきたし、　Commerzbank
，も人的結合r取引関係において結びつ．いてきている。（8）のグル÷プには、VW・Konzern（三大銀行・
連邦・州）、Opel・GrupPe（D．eutsche　Bank．　Commerzbank），　Bosch－Konzerp（Dresdner　Bank．
peutsche　Bank），　R6chling－Konzern（Deutsche　Bank・Dresdper　Bank）などがあり、それぞれ
．ヵッコ内の大銀行（VWは連邦・州とも）・と結びついている67）。ここで、国有・公有企業に若干言及
しておこう。西ドイツには数多くの国有・公有企業があり、たとえぽ、連邦企業は59年に82社、資本
金で21億2，800万DMにのぼっている68）。62年に五大国有コンツェルンの生産全体に占める割合は、
石炭で28．0％、石油で16．7％、銑鉄で52．9％、粗鋼で7．2％、製錬アルミニウムで72．0％、そして乗
用車で47．2％であっ1た69）。　　　　　　　層　『　LL∴1
．以上が、西ドイツ金融資本の内容であり、それは、弱体化するどころかますます強力に戦後西ドイ
ツにおいて君臨している。　　　　：’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『、　　”e
一392一
おわりに
　本稿が対象とした50年代は、「奇蹟の経済成長」といわれ、GNPは50年を100として60年には実質
で213にまで上昇した。だが、話を戦時中までもどすと若干事情が違ってくる。すなわち、戦時中
の凄まじい軍備拡強によって、GNPは36年を100として43年には実質でおよそ160以上にまで上昇
し70）、軍事生産そのものは何倍にも増大した。したがって、50年代の経済成長は、基本的には戦時中
の高度に軍事化された経済への「回帰」にすぎないのではなかろうか。（軍事生産への回帰でないこ
とは明らかであるが）。もちろん、「科学・技術革命」に基づく新たな生産力の発展はあり、55年には
一大新規設備投資期を迎えたのであるが、それとても、重化学工業が「潜在的軍事産業」であるとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　ううこととメダルの裏表の関係、すなわち軍事産業が「本来」の重化学工業に移行するという関連の内
でのみ成立したものにほかならない。戦後西ドイツ経済が、戦時中の軍拡に規定づけられ、そこに戦
後経済発展全般に貫通する積極性と限界性が存在していたとする所以である。
　このように50年代をとらえるならば、極限にまで達した軍事経済を「平時」経済に移行させ、軍事
経済の作り上げた生産力の回復、かつ新たな生産力を作り上げた推進力は、一体何であったかが問題
となる。その推進力とは、基本的にはドイツ金融資本の再編・強化であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　ぬ　　　も　　　ヤ　　　ヤ　　　も　　　ヤ　　　ヤ　ナチス期から戦時中にかけての軍拡の中で、独占資本は膨大な利潤を確保し、「国破れて資本あり」
こそ戦前ドイツ資本主義の実践的帰結であった。したがって、戦後の経済復興には、アメリカの援助
は不可欠であったにしても、独占資本に膨大な戦時利潤（秘密積立金）を「実現」させ、独占資本復
活を計る諸政策を採用することで充分であった。それは、まさに銀行独占と産業独占の解体・再編を
通じるドイツ金融資本復活の過程にほかならず、西ドイツ金融資本こそ戦後西ドイツ資本主義の展開
方向を基本的に規定する主体となったのである。
　かかる西ドイツ金融資本は、戦後、投資金融における自己金融と公共資金の割合の上昇によって、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　　う　　　りはたして弱体化し、産業独占は銀行独占から「自立化」してきたのであろうか。
　銀行独占は、一旦解体されたが50年代に再集中し最終的にはもとの姿にもどり、産業独占の解体に
しても、そもそもその対象自体少なく、不十分であり解体された企業も50年代に再集中あるいは編成
替えを行い、また、50年代後半には企業合同が高まり、金融資本の体裁が整えられてきた。金融資本
内部の具体的精合関係の一つである株式所有についてみれぽ、銀行所有や相互持合いがあると同時
に、銀行独占は株式預託により零細株主の議決権を自らの手に集中し大きな力を発揮しており、ま
た、証券発行引受業務・融資・特権的取引関係・人的結合においても銀行独占と産業独占のつながり
は強力なものがある。西ドイツ金融資本においては、巨大コソツェルンを銀行独占が相互に結びつけ
るという形になっており、銀行独占が「中軸」となっている金融資本グループも存在するが、　1．G．
Farbenグループなどの例は必ずしも「銀行の支配・優位」とはいえず、銀行独占は株式預託などで
大きな力を持っているとはいえ、西ドイツ金融資本は、「銀行独占と産業独占の融合・癒着」として存
在していると一応結論づけられよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　393・一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　を　　　ヤ　　　も　　　ミ　　　あ　　　ぬ　　　s　自己金融と公共資金の投資金融に占める割合の上昇は、金融寡頭制の支配する下で、独占資本に有
利な政策を国家にとらせることによる結果であり、まさにそれは国家独占資本主義に特有の現象であ
り、以前とは質的に異なるものである。かかる事態の中で｛戦後金融資本が弱体化してきたな．どとい
うのは、まさに本末転倒の議論にほかならない。
　　注　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　1）　「レーニソ全集」第29巻、大月書店、1971年、158頁。
　2）　P．M．　SWeezy，　The　Theory　of　Capitalist　Development，　Monthly　Review　Press　New　York，1956，
　　　pp．267－268．都留重人訳「資本主義発展の理論」、新評論、1976年、329頁。　　　：　　　　　　’
　3）R．Hilferding，　Das　Finanzkapita1，　Dietz　Verlag　Berln，1955，　SS。335－336．林要訳「金融資本論」、・大
　　　月書店、1973年、346頁。　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　4）「レーニン全集」第22巻、260頁。　　　1
　5）　工業生産を36年水準の7〔｝－75％（38年の50－55％）とするというもの。・（H．Heininger，　Der　Nachkriegs・
　　　zyklus　der　westdeutschen　Wirtschaft　－1945－1950，　ver）ag　die　wi　rtschaft　Berlin，1959，　s．86，）
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